
事業概要シート
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【事業の目的・概要・対象】

【背景】
　加齢に伴う筋力や関節可動域の低下は高齢者にとって転倒のリスクが高まるだけでなく、日常生活や社
会参加の意欲の低下にも影響を与えることから、高齢者が身近な場所でリハビリテーション活動を行える
よう地域リハビリテーションの充実を進めていく必要がある。

◆事業の目的
　高齢者が身近な場所で運動に取り組み、日頃から身体機能の維持・向上に努め、介護予防・重症化予防
を図る。

◆事業の概要
(1)介護予防教室(出前講座：運動編)への講師派遣
　　 出前講座へテーマに沿った専門講師(リハビリ職)を派遣し、地域住民への運動に関する介護予防に
   ついて普及啓発を行う。
(2)人材育成のためのリハビリ専門職派遣事業
　　 地域の通いの場など、地域で活動しているグループのリーダーに対して理学療法士・作業療法士の
　 ２職種が出向き、人材育成を行う。

◆対象
　高齢者と、地域の通いの場など地域で活動しているグループのリーダー

施策 0603
高齢者を地域で支える体制の
整備

≪≫の金額　現年度当初・補正予算、前年度繰越額の合計
　※　補正予算要求時は今回の補正予算額を除く。
　※　次年度予算要求時は次年度繰越額を除く。

事業名 地域リハビリテーション推進事業 現状維持 予算額

事業期間 平成30年度 ～ 財
源
内
訳

根拠法令
要綱等

介護保険法
地域支援事業実施要綱

担当課 福祉保健部　長寿介護課 課長 角野　章子

担当者 川嶋　富久 問合せ先 0957-53‐8141(内線202)

561 千円

1,796 ≫千円
国庫支出金 140 千円
県支出金 70 千円
地方債 0 千円
その他 151 千円

一般財源 200 千円

健康づくり推進員

高齢者団体
自主グループ

長
寿
介
護
課

地域の通いの場

市老連など

活動場所 出前講座
年１回上限／所

(2)

リハビリ職派遣
(2)

リハビリ職派遣

(1)依頼

① 元気づくりガイドブック作成

② 人材育成のための

リハビリ専門職による支援

③ 介護予防教室への

講師派遣 (市民向け)

(1)調整

周知・働きかけ

要請
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【活動指標】

①

②

【成果指標】

①

②

【予算・決算】（千円）

妥当性
(市の関与)

　高齢者が増加する中、身近な地域において、介護予防や社会参加、交流を図る場を整備す
る必要性は高い。

有効性
(施策貢献度)

　高齢者が住み慣れた地域において、いつまでも元気に過ごすために、リハビリ専門職が地
域に出向いて地域組織の支援・育成を行うことは、有効である。

効率性
(コスト)

　専門職の派遣費用など必要最低限の経費であるため、コスト削減の余地はない。

1次評価 担当者記載のとおり

2次評価 1次評価のとおり

嘱託員(人) 0.00人
フルコスト 0 4,307 4,709 3,474 3,474 3,474 19,439

職員(人) 0.40人 0.38人 0.38人 0.38人 0.38人 1.92人
時間外勤務(h) 65h 75h 75h 75h 75h 365h

一般財源 448 637 200 200 200 1,685
人件費 3,039 2,913 2,913 2,913 2,913 14,692

地方債 0
その他 342 485 151 151 151 1,280

国庫支出金 320 449 140 140 140 1,189
県支出金 158 225 70 70 70 593

年度 H29 H30 R1 R2 R3 R4 合計
事業費 0 1,268 1,796 561 561 561 4,747

計画値

事業費は当初・繰越・補正予算の合計額

指標名 単位
H30

(実績)
R1

(計画)
R2

(計画)
R3

(計画)
R4

(計画)

運動に関する出前講座参加人数 計画値 箇所 381 459 493 493 493

運動に関する出前講座開催数 計画値 回 39 26 29 29 29

計画値 回

指標名 単位
H30

(実績)
R1

(計画)
R2

(計画)
R3

(計画)
R4

(計画)


